
多
く
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
新
聞
で
、
あ
る
会
社
の
「
男
性

の
育
休
、
全
員
取
得
」
の
記
事
が
目
に

留
ま
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
男
性
社
員

全
員
に
、
一
週
間
の
育
児
休
暇
を
取
得

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
各
企
業

も
男
女
共
同
参
画
の
意
味
を
理
解
し
、

努
力
さ
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
個
性
と
能
力
が
発
揮

で
き
る
大
事
な
役
割
を
担
う
パ
ー
ト

ナ
ー
・
男
性
の
育
児
参
加
が
子
ど
も
た

ち
の
将
来
の
鍵
を
握
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
男
女
が
対
等
の
立
場
で
地
域

社
会
と
つ
な
が
り
、
社
会
全
体
で
子
育

て
を
支
え
て
い
く
社
会
が
広
ま
っ
て
ほ

し
い
と
願
い
ま
す
。

　

私
は
、
母
子
保
健
推
進
員
の
代
表
と

し
て
、
今
回
初
め
て
懇
話
会
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

母
子
保
健
推
進
員
は
、
乳
幼
児
健
診

や
、お
母
さ
ん
た
ち
が
安
心
し
て
妊
娠
・

出
産
・
育
児
が
で
き
る
よ
う
に
身
近
な

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
子
育
て
に
携
わ
っ
て
い
る
立

場
か
ら
、男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
は
、

男
女
が
共
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
加
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め

の
環
境
を
整
え
る
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

男
性
の
育
児
参
加
を
考
え
た
と
き
、

例
え
ば
長
時
間
労
働
の
問
題
、
家
事
育

児
に
対
す
る
考
え
方
、
固
定
的
な
意
識

か
ら
の
脱
却
、地
域
参
加
の
理
解
な
ど
、

市男女共同参画
推進懇話会委員

工藤　綾子

　

い
じ
め
や
部
落
差
別
、
高
齢
者
に
対
す
る

差
別
、
障
が
い
者
に
対
す
る
差
別
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
や
、
人
権
尊
重
の

社
会
づ
く
り
を
訴
え
る
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

●
応
募
対
象　

市
民

●
規
格

①
標
語
…
規
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
ポ
ス
タ
ー
…
画
用
紙
は
、四
つ
切（
５
４
２

×
３
８
２
㎜
）ま
た
は
八
つ
切
り（
３
８
２

×
２
７
１
㎜
）
で
、
文
字
、
画
材
な
ど
の

表
現
方
法
は
自
由
で
す
。

●
応
募
方
法

　

郵
送
ま
た
は
直
接
提
出

※
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
標
語

は
、
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
審
査
・
表
彰

　

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で
審

査
を
行
な
い
、
12
月
７
日
（
土
）
に
開
催
す

る
第
８
回
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
表
彰

し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
１
人
１
点
で
未
発
表
の

　

女
性
警
察
官
、
女
性
消
防
士
、
男
性
保
育

士
。
女
性
の
溶
接
工
、
女
性
の
生
コ
ン
ミ
キ

サ
ー
車
運
転
手
。
い
ず
れ
も
市
男
女
共
同
参

画
啓
発
情
報
誌
「
い
っ
ぽ
」
に
登
場
し
た
本

市
関
係
者
で
す
。

　

ま
さ
か
「
女
の
く
せ
に
、
男
の
く
せ
に
」

な
ん
て
言
う
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
む
し

ろ
「
い
ち
い
ち
『
女
性
』『
男
性
』
と
付
け

る
必
要
は
な
い
」
と
直
感
的
に
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
が

女
性
だ
か
ら
・
男
性
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で

あ
き
ら
め
た
り
逃
げ
た
り
せ
ず
、
真
正
面
か

ら
立
ち
向
か
っ
て
努
力
を
重
ね
、
希
望
を
叶

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

景
気
後
退
や
人
口
減
少
・
労
働
力
減
少
な

ど
に
よ
る
行
き
詰
ま
り
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
女
性
の
活
躍
促
進
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
同
時
に
、
男
性
の
家
事
・
育
児
・

介
護
を
社
会
的
に
奨
励
す
る
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
は
法
律
上 

「
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経

済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す

も
の
に
限
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
だ
け
の
応
募

も
で
き
ま
す
。
標
語
は
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
当
日
に
、
ス
テ
ー
ジ
に
掲
示
し
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
11
月
25
日
〜
12
月
15
日
ま
で

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
に
展
示
し
ま
す
。

●
募
集
期
限　

10
月
４
日
（
金
）

●
提
出
先

　

〒
８
６
１ -

１
１
０
４

　

合
志
市
御
代
志
１
６
６
１ -

１
６

　

御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
内

　

合
志
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

Ｅ
メ
ー
ル　

jinken@
city.koshi.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

人
権
啓
発
教
育
課

　
（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）　

　

☎（
２
４
２
）１
１
９
０

る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を
担
う

べ
き
社
会
」
と
堅
い
言
葉
で
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
要
は
「
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
生

き
や
す
い
、
働
き
や
す
い
社
会
」
の
こ
と
で

す
。

　

本
市
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
に
生
き

る
権
利
を
大
切
に
し
、
市
民
が
協
力
し
、
支

え
合
い
、
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

（
総
務
課　

総
務
・
男
女
共
同
参
画
班
）

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
⑱

市
で
は
人
権
教
育
の
推
進
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
取
り
組
み
の
内
容
や
情
報
を
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

「いっぽ」は年１回発行しています

合
志
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

人
権
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
募
集

昨年の受賞作品です


